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二三四

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

鞘
即
断
諺
蔵
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
解
説
並
び
に
影
印

目
　
次

、
は
じ
め
に

、
書
誌
的
事
項

、
訓
点
に
就
い
て

、
お
わ
り
に

宇

　

都

　

宮

　

啓

　

吾

一
、
は
じ
め
に

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
以
下
、
前
田
本
）
は
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
伝
本
と
し
て
、
岩
波
思
想
大
系
本
の
底
本
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、
資
料
的
価
値
の
高
さ
が
以
前
よ
り
注
目
さ
れ
て
き
た
資
料
で
あ
る
。
又
、
全
体
の
二
分
の
一
ほ
ど
に
訓
点
が
施
さ
れ
、
当
時
の
訓
読

の
様
相
を
窺
う
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
点
に
於
い
て
貴
重
な
資
料
に
、
若
干
の
解
説
と
影
印
（
並
び
に
難
読
箇
所
一
覧
）
を
添
え
て
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

二
、
書
誌
的
事
項

本
書
は
、
神
奈
川
県
称
名
寺
（
現
在
の
金
沢
文
庫
）
か
ら
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
に
な
っ
て
後
（
明
治
期
）
に
改
装
さ
れ
て
現
装
の
四



つ
目
綴
じ
の
袋
綴
装
と
な
っ
た
二
冊
（
縦
‥
㌘
8
糎
、
横
‥
慰
3
糎
）
で
あ
る
。
現
装
の
表
紙
に
は
、
中
央
部
に
「
日
本
往
生
極
欒
記
」
と

あ
り
、
右
下
に
「
湛
容
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
の
裏
に
は
目
録
の
一
部
と
覚
し
い
記
述
「
聖
徳
太
子
行
基
茅
善
謝
囲
仁
〈
慈
覚
／

也
‥
割
書
）
　
隆
海
／
噌
命
無
空
〈
愛
銭
貨
受
蛇
身
／
寓
法
花
免
蛇
道
‥
割
書
〉
が
あ
り
、
白
紙
一
枚
を
置
い
て
本
文
が
始
ま
る
。

但
し
、
墨
付
第
1
丁
は
交
漉
紙
で
、
本
文
と
は
別
筆
で
序
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墨
付
第
1
丁
の
序
は
、
字
体
等
か
ら
考
え
て
、
江
戸

時
代
頃
に
補
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

第
2
丁
よ
り
本
文
が
始
ま
る
。
料
紙
は
樺
紙
で
、
墨
付
竿
、
一
面
8
行
か
ら
川
行
、
二
打
1
8
字
か
ら
㌶
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に

返
点
と
句
鷲
が
付
さ
れ
て
お
。
、
n
↑
表
5
行
目
ま
で
に
は
墨
筆
で
本
文
と
同
筆
と
覚
し
き
訓
点
（
片
仮
名
点
・
ム
ロ
符
・
声
点
）
が
施
さ
れ

て
い
る
。
又
、
後
世
の
も
の
と
覚
し
き
訓
点
が
1
2
丁
表
に
は
墨
筆
で
、
1
8
丁
裏
と
1
9
丁
表
に
は
朱
筆
で
存
す
る
。

巻
末
の
奥
書
に
、

同
日
一
交
了

寛
永
元
年
五
月
十
一
日
書
寓
畢

と
あ
る
が
本
文
の
字
体
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
寧
ろ
、
第
1
↑
（
後
補
部
分
）
の
書
写
に
関
す
る
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
文

自
体
の
書
写
時
期
を
奥
書
か
ら
窺
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

次
に
、
原
装
の
表
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
湛
容
」
な
る
人
物
に
就
い
て
触
れ
て
お
く
。

彼
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
き
資
料
か
ら
そ
の
略
歴
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

①
『
本
朝
高
僧
博
』
巻
十
七

繹
湛
容
。
字
本
如
。
不
知
生
緑
姓
譜
。
少
随
凝
然
従
事
掲
磨
。
蓮
雑
華
海
。
沖
融
囲
理
。
後
嗣
渾
爾
。
烏
戒
檀
院
筆
頭
。
三
撃
共

榔
酎
附
譜
蔵
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
解
説
並
び
に
影
印



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四

億
。
一
衆
服
徳
。
元
應
初
受
檀
請
。
住
鎌
倉
科
名
寺
授
戒
講
経
。
法
席
目
盛
。
元
亨
二
年
著
教
理
紗
。
建
武
元
年
撰
纂
繹
三
十
二

巻
。
翼
解
華
厳
大
疏
。
以
某
年
卒
於
所
住
焉
。

②
『
律
苑
僧
賓
侍
』
巻
第
十
四

律
師
詩
湛
容
。
競
本
如
。
自
其
少
時
有
奇
心
達
識
。
出
家
入
戒
檀
囲
戒
爾
律
師
之
門
。
撃
毘
尼
雑
華
。
爾
之
門
人
。
能
得
其
奥
者
。

唯
師
輿
盛
馨
而
巳
。
出
世
鎌
倉
種
名
律
寺
。
講
揚
宗
教
。
合
無
告
倦
。
登
門
受
業
者
極
多
。
皆
宏
之
龍
象
也
。
師
後
経
残
無
知
時

代
。
所
著
有
教
理
紗
及
纂
樺
等
若
干
巻
。

③
『
招
掟
千
歳
侍
記
』
巻
中
之
二

律
師
詳
湛
容
。
字
本
如
。
薦
竹
林
囲
戒
律
師
之
徒
。
撃
毘
尼
華
厳
二
宗
。
鳥
人
所
美
。
妙
入
玄
微
。
戒
公
門
中
。
師
興
盛
輿
烏
教

華
厳
之
長
也
。
入
室
習
撃
尤
多
。
所
著
教
理
砂
及
纂
樺
等
若
干
等
。
其
終
末
考
之
也
。

右
の
記
述
を
参
看
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
湛
容
な
る
人
物
が
若
い
と
き
に
東
大
寺
の
凝
然
に
師
事
し
、
後
に
称
名
寺
（
現
在
の
金
沢
文
庫
）

に
住
し
て
律
宗
と
華
厳
宗
と
を
弘
め
た
学
僧
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

湛
容
の
筆
跡
は
先
の
記
載
に
も
あ
っ
た
『
華
厳
演
義
紗
纂
樺
』
（
自
筆
稿
本
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
そ
の
筆
跡
と
本
書
の
筆
跡
と
を
比
較
し

て
み
る
と
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
現
装
の
表
紙
に
記
さ
れ
た
「
湛
容
」
と
い
う
名
は
書
写
者
を
示
す
も
の
で
は
な

く
、
又
、
湛
容
が
書
籍
の
収
集
家
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
本
書
は
彼
の
手
沢
本
で
あ
り
、
そ
の
目
印
と
し
て
「
湛
容
」

と
記
名
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
訓
点
に
就
い
て

先
に
も
述
べ
た
如
く
、
本
書
に
は
、
1
1
丁
ま
で
に
鎌
倉
時
代
の
筆
と
覚
し
い
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
訓
点
に
つ
い
て
述



ベ
て
お
く
。

本
書
の
本
文
部
分
の
訓
点
は
、
次
の
如
き
仮
名
字
体
と
な
っ
て
い
る
。
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ソ

ソ

コ

右
に
示
し
た
仮
名
字
体
表
を
参
看
す
る
と
、
「
↓
（
ウ
）
」
「
ケ
（
ケ
）
」
「
∵
ツ
）
」
の
字
体
は
特
徴
的
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
中
期

頃
の
字
体
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
本
書
の
書
写
・
加
点
時
期
を
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
中
期
と
す
る
こ
と
が
出

来
そ
う
で
あ
る
。榔
酎
臍
語
蔵
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
解
説
並
び
に
影
印

二
〇
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
音
韻
面
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

イ

ン

シ

　

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

刃

デ

国
語
音
の
m
・
n
音
の
区
別
に
就
い
て
は
、
「
去
　
年
」
の
如
き
ン
表
記
の
も
の
や
「
翰
」
の
如
き
ム
表
記
の
も
の
等
の
古
用
に
適
う
例

ソ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ヌ

の
存
す
る
＝
カ
で
、
「
染
」
の
如
き
m
音
の
無
表
記
例
と
「
成
」
の
如
き
n
音
の
無
表
記
例
と
が
混
在
す
る
た
め
、
国
語
音
に
於
い
て
m
・
n

音
の
混
同
の
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

レ
ム
　
サ
ウ

又
、
漠
字
音
に
於
け
る
m
・
n
音
の
区
別
を
見
て
み
る
と
、
古
用
に
適
う
例
は
「
赦
－
葬
」
等
の
三
例
に
対
し
て
、
古
用
に
適
わ
ず
n
韻

エ

ム

ス

　

　

ス

ム

尾
で
あ
り
な
が
ら
ム
表
記
さ
れ
た
例
は
「
鳴
－
咽
」
・
「
淳
和
」
等
の
六
例
が
存
し
、
国
語
音
と
同
様
、
漢
字
音
に
於
い
て
も
m
・
n
音
の
混

同
が
看
取
さ
れ
る
。
更
に
は
、
表
記
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
m
・
n
音
に
関
わ
ら
ず
本
書
に
於
け
る
撥
音
韻
尾
は
す
べ
て
ム
表
記
と
な

っ
て
お
り
、
m
・
n
音
の
漉
同
が
相
当
に
進
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
の
如
き
言
語
事
象
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
中
期
頃
の
事
象
で
あ
り
、
先
の
仮
名
字
体
に
よ
る
検
討
と
相
通
じ
て
い
る
。

幻

ク

ル

　

　

　

　

　

ヘ

ハ

ク

メ

ル

本
書
の
訓
点
に
は
、
「
贈
　
（
ヲ
の
誤
記
）
」
・
「
透
（
ツ
の
誤
記
）
」
の
如
き
字
形
の
類
似
に
起
因
す
る
誤
記
の
存
す
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
、

移
点
さ
れ
た
部
分
の
存
す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
書
の
親
本
に
も
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
目
で
本
書
の
仮
名
字
体
を
眺
め
て
み
る
と
、
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
中
期
頃
の
特
徴
を
示
す
字
体
に
交
じ
っ
て
、
「
、
C
（
ウ
）
」
「
…

（
ツ
）
」
「
○
（
ワ
）
」
の
如
き
字
源
の
字
体
に
近
い
片
仮
名
や
、
踊
字
（
「
、
当
り
ナ
リ
」
「
由
り
」
）
の
起
筆
位
置
が
上
字
の
右
傍
に
位
置
す
る
も
の

も
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
字
体
は
院
政
期
頃
の
特
徴
で
あ
る
た
め
、
書
写
者
が
親
本
の
字
体
を
忠
実
に
写
し
た
結
果
、
残
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

っ
ま
り
、
本
書
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
中
期
頃
に
於
い
て
院
政
期
頃
の
加
点
本
を
書
写
す
る
と
同
時
に
訓
点
を
も
施
し
た
資
料
で
あ
ろ

ぅ
と
予
想
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
訓
点
部
分
が
全
て
同
筆
か
否
か
に
よ
っ
て
異
な
り
、
可
能
性
と
し
て
は
院
政
期
か
ら
鎌
倉

時
代
中
期
に
か
け
て
何
筆
か
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
た
と
考
え
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
に
倹
ち
た
い
。

シ

ム

ラ

レ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ

ヲ

ヘ

ラ

ク

テ

ラ

ハ

シ

ム

ヲ

本
書
の
訓
読
語
法
に
つ
い
て
は
、
「
使
厚
葬
之
．
」
（
文
末
助
字
「
之
」
字
の
訓
読
）
「
自
謂
…
…
定
煩
遺
弟
・
」
（
「
ヲ
モ
ヘ
ラ
ク
」
の
呼
応
）



ケ

ル

　

　

こ

等
を
検
討
し
て
い
く
と
、
天
理
本
の
訓
法
と
同
様
に
、
平
安
中
期
伝
記
類
訓
点
資
料
の
訓
法
と
共
通
す
る
。
又
、
「
登
五
重
山
」
の
如
き
過
去

の
助
動
詞
「
ケ
リ
」
が
存
し
、
古
訓
法
の
存
す
る
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

自
　
　
　
生
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ョ
ウ
ヲ

そ
の
他
、
本
書
に
於
い
て
は
、
類
音
字
表
記
（
「
彩
島
」
・
「
賞
」
）
や
拗
音
の
長
音
化
「
抒
　
」
等
、
国
語
事
象
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
点

が
多
々
存
す
る
。
今
後
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

四
、
お
わ
り
に

本
資
料
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
研
究
す
べ
き
課
題
が
多
く
、
そ
の
一
助
と
し
て
、
本
稿
に
於
い
て
は
書
誌
的
事
項
と
そ
れ
に
関
わ
る
訓
点

に
つ
い
て
若
干
を
述
べ
た
。

多
く
和
化
漢
文
資
料
の
中
で
も
、
訓
点
の
施
さ
れ
た
資
料
は
仏
書
や
漢
籍
に
比
し
て
少
な
く
、
又
、
同
一
作
品
に
複
数
の
加
点
さ
れ
た
伝

本
は
『
将
門
記
』
な
ど
、
僅
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
古
に
於
い
て
も
、
『
日
本
往
生
極
欒
記
』
に
は
天
理
本
と
前
田
本
と
が
存
し
、
そ
の
訓

点
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
そ
れ
故
に
、
今
後
は
訓
点
の
比
較
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

（
付
記
）

本
資
料
の
影
印
・
解
説
、
又
、
原
本
調
査
に
就
い
て
は
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
御
当
局
の
御
厚
情
を
恭
く
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。

噺
即
断
諺
蔵
『
日
本
往
生
極
契
記
』
解
説
並
び
に
影
印
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